
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 29 年度 南信教育事務所だより

第８号 ３月１３日（火） 仙丈ヶ岳（南アルプス） 

１ 南信教育事務所 年度末あいさつ 
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南信教育事務所 次長兼総務課長 萱野行人 
平昌オリンピックが終わりましたが、長野県出身選手をはじめ出場した選手の皆さんの活

躍に感動し勇気をもらいました。多くの選手から、支えてくれた方々への感謝の言葉があり

ました。選手の努力も大変であったと思いますが、周りの支えがあったからこそオリンピッ

クという舞台に立つことができたのだと思い、選手の感謝の言葉にも感動しました。 

 未来を担う子どもたちの成長には先生方の支えが必要だと思います。学校では、先生方が

真摯に子どもたちに向き合って頑張っている姿を拝見させていただきました。これからも、

子どもたちが笑顔で生き生きといられるよう、子どもたちを支え続ける先生であってほしい

と願っています。 

 1年間大変お世話になりました。ありがとうございました。 

学校教育課 課長 
 小林 久通 

「子どもの笑顔は輝いて

いますか？」と問われた

とき、先生方は、どう答

えてくれるでしょうか。

学校生活で授業は大きな

ウェイトを占めていま

す。私たち教師は、「わか

った」「できた」という子

どもの笑顔にエネルギー

をもらっています。この

エネルギーが先生方の笑

顔につながっています。

今後も地道な取組の中

に、この笑顔があふれる

授業づくりをお願いしま

す。様々なご協力、あり

がとうございました。 

生涯学習課 課長 
 名子  晃 

１年間生涯学習課の諸

事業にご理解、ご協力い

ただきまして感謝申し上

げます。各学校では、信

州型コミュニティスクー

ルをはじめとした、ふる

さとを胸に置いた子ども

たちが育つ「地域と共に

ある学校づくり」が着実

に進んでいます。地域と

連携・協働した取組が充

実しますよう、来年度も

地域の特色や学校の実情

を踏まえた支援を心がけ

て参ります。よろしくお

願いいたします。 

 

飯田事務所 所長 
 三尾 利彦 

主に飯伊地区の学校や関係

機関、団体様と共に地域に根

ざした学校教育・生涯学習を

目指してきました。 

教室や授業づくり、コミュ

ニティスクールや文化、スポ

ーツ活動、人権教育の推進等

のお手伝いをさせていただく

中で、特に学校の先生方から

は、「子どもと共に歩き続け

る」情熱や示唆をいただいた

１年間だったと思います。 

今後も地域と共にある事務

所を胸に一層の充実に努めて

参ります。今後ともよろしく

お願いします。一年間大変お

世話になりました。 
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「年間指導計画」と「授業改善のポイント」をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な要素としては，以下の 内容を書きます。  

 「単元名」 「各単元における主な学習活動」  

     「活動時期」  「予定時数」 「他教科との関連」 

「資質･能力」 (知)→知識及び技能 (思)→思考力･判断力･表現力 (学)→学びに向かう力･人間性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「年間指導計画」にはどんなことを書くの？ 

子どもたちの学習状況を 適切に把握しながら，育成を目指す資質・能力 が記載

されているか確認すること です。また，他教科との関連，１年間の校内 や地域の

行事の流れに留意すること が大切ですね。  

これまでも総合的な学習の時間では，探究的な学習  

の過程が重視されてきました。そして，探究のプロセス  

（課題の設定・情報の収集・整理分析・まとめ表現）の  

中に問いを見いだすということが位置付けられまし た。  

探究的な学習の過程 を通して，実社会・実生活の課題を  

探究し，問い続けることがポイント です。  

 

 

 

「年間指導計画」に基づいた総合的な学習の時間の授業改善のポイントは？  

Ｑ7 

Ｑ8 

来年度からの「総合的な学習の時間」の年間指導計画で大切にすることは 

 1年間の見通しを！

例   単元名   主な学習活動   活動時期   予定時数   資質･能力  

探究課題  ４   ５   ６   ７        ８   ９   10   11  12 １   ２  ３  

地域 の 自然

環境 と そこ

に起 き てい

る環境問題  

    

他 教

科 と

の 関

連  

 

社

会  

・身近な地域の歴史  
・近代の日本と世界  
・現代の日本と世界  

・世界各地の人々の生活と環境  
・世界の諸地域  
・近代の日本と世界  
・現代の日本と世界  
・私たちが生きる現代社会と文化の特徴  
・市場の働きと経済  
・国民の生活と政府の役割  

・ 世 界 平 和 と 人 類 の 福
祉増大  

・ よ り よ い 社 会 を 目 指
して  

 

 

 

私たちの未来  
－私の主張！－ (20) 
○今の私たちの生活，
解決すべき問題，解
決策，または互いの
関連性などについて
つなぎ合わせ，これ
までの学びを整理し
よう（知）  

○「未来を築こう -15
の私の主張 -｣で，自
分の考えを“思いの
まま”に主張しよう
（思）  

○「未来を築こう－私
の主張－」を通して
学んだことについて
まとめよう（学）  

 
 
 
 
 
 
 

私たちの未来  
－地球環境討論会－（ 30）  
 
○地球温暖化問題，水不足問題，食料問
題，エネルギー問題などをはじめとす
る 私 た ち の く ら し に 関 わ る 問 題 に つ
い て 各 国 の 主 要 エ ネ ル ギ ー や 資 源 事
情，社会制度，歴史的背景，地理的要
因，文化，人口の関係から整理しよう
（知）  

○地球環境討論会を行い，世界や自分
た ち の こ れ か ら の 在 り 方 に つ い て
様々な立場の人と議論しよう（思）  

○国際社会の在り方，関係づくり，自ら
の生き方についてまとめよう（学）  

・私たちのくらしに関する講演会  
・ジグソー学習，ポスターセッション  
・地球環境サミット  
・学びを通じて  
 
 

私たちの未来  
－今と昔，くらしの変化を探ろ
う－ (20) 
 
○ 昔 の 写 真 を も と に 地 域 探 訪
し，地域のくらしの変化を調査
しよう（知）  

○くらしの変化に伴い，私たち
の何が変わったのか，そしてど
のような問題が生じたのか，ま
た，豊かな自然とは何かについ
て議論しよう（思）  

○自分はどのように生活し，社
会 と 関 わ っ て い く か ま と め よ
う（学）  

・写真をもとに地域探訪・イン
タビュー等調査活動・エネルギ
ー消費に関する講演会  

 

年間指導計画に，

｢資質・能力｣を書く

んだね。 

 
 

 

 

 

他教科との関連

性が分かるね。 

「年間指導計画」の見直しのポイントは？ Ｑ6 

２ 総合的な学習の時間の充実③ 
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各郡市をいくつかのゾーンに分け，各ゾーン担当の指導主事を決めて学校のニーズ

に対応した支援の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間の授業を参観して指導を行う訪問形態だけでなく，単元計画の作成，数回の

授業参観，単元終了後の評価・改善などをパッケージとして，継続的に支援します。 

 

 

 

 

 

年度の早いうちに，すべての小学校に英語科指導主事が訪問し，教材研究，模擬

授業（先生方と），TT 指導などにより，移行措置・全面実施に関する不安を解消

し，円滑な実施に向けて支援します。 

 

 

 

 

 

 

すべての学校，すべての教室で，質の高い授業を実現しようとする動きが高まる中で，

学校における働き方改革推進のための基本方針や学力向上外部検証委員会報告書に，指

導主事の訪問体制の充実について提言や目標が盛り込まれました。同時に，学習指導要

領の改訂のタイミングということもあり，指導主事の学校訪問について，次の３つの点

を特に充実させていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問要請の方法については新年度の教頭会で説明いたします。 

３ 来年度の学校訪問支援について 

 ► ᾚʺ˗  

 ӴϷ  

一緒に単元を構想しましょう。自ら単元を構想するこ

とによって授業展開の見通しがもてます。単元の見通

しがもてれば，その授業でどんなことを学ぶのか，子

どもがどんな意識になっていればよいのか，また単元

に入る前に準備しておくことも見えてきます。 

単元展開を作

ってもらえる

のですか？ 

ゾーン担当ってど

んな支援をしてく

れるのですか？ 
例えば   

・研究体制や研究推進，PDCA サイクル構築について研

究主任や教頭先生との懇談 

・授業づくりに関する職員研修会 

・全国学力・学習状況調査の自校採点補助や結果分析と

活用についての懇談  

・悩みをもつ先生との懇談        などです。 

 Ћᾛἶ  

中学校英語科の訪問要請は，教学指導課，総合教育

センターの英語科指導主事が中心に対応します。 

中学校の英語に

は来てもらえな

いのですか？ 
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「授業がもっとよくなる３観点」の質的な向上を図

る取組について，南信地区の学校の様子を紹介し，「授

業改善振り返りシート」を用いた発表や中学校区別グ

ループ協議を通して，今年度の成果や課題を明らかに

し，来年度の研究の方向を構想しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・初めて研究主任となり，情報交換の中で経験のある先生方からのアドバイス

がとても有難かった。このような機会は，来年度も続けてほしい。 

・今回の「振り返りシート」がとても利用しやすかった。来年度の研究の方向

を考える時期でもあり，客観的に振り返るきっかけになる。年度当初に「授

業改善計画シート」のようなものがあると，一年間を見通して実践を進める

ことができそうです。 

・表現力，活用力を高めるための視点が，情報交換によって見えてきた。学習

意欲を高める手立てとして，ICT の効果的な使い方を模索していきたい。 

先生方の振り返りから 

第 3 回 研究主任研修会 

 

本
年
度
の
成
果
と
課
題  

 
 

【全国学調・Ｃ調査等の結果から】 

 

 

 

【日常的な授業改善 

の取組から】 

 

 

 

 

 

【家庭学習改善の取組から】 

 

 

 

 

 

 

【研究会・校内研修 

の取組から】 

 

 

 

 

 

 

来
年
度
に
向
け
て 

 【今年度中に取り組むこと】 

 

【来年度大事にしたい取組・研究の方向 

（「主体的・対話的で深い学び」の視点から）】 

 

授業改善振り返りシート 

４ 研修会報告 
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自己課題への１年間の取組を振り返りながら，成果と課題を互いに発表し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換を通して互いの実践から学び合い，

研修の成果を共有しました。そして，２年次に向

けて新たな課題を見いだしていきました。 

 

 

 

 

 

 

レポートを基に成果と課題について意見交換を行った後，１年次のレポートを見返

しながら自己の歩みを振り返りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換の場面では，自らの経験を基に意見を出し合ったり，子どもから学んだこと

を語り合ったりした先生方。１年次の自分と比べて成長を実感し，来年度に向けて課題

を更新し決意を新たにする研修の機会となりました。 
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初任研２年次プログレス研修 (1/30実施) 
 

初任研１年次プログレス研修 (2/6実施) 
 

先生方の実践を聞いて，自分自身の取組を振り返るきっかけとなりました。例えば，

単元のゴールを最初に示すことはあまりできていなかったので，今後示していきたいで

す。また，「目立たなくてもその子にとっては大きな成長である」という言葉に，はっと

しました。子どもの成長に気付ける教師になれるよう頑張ります。（参加者の感想より） 

Ａ先生 私は「子どもたちが分かる授業づくり」を自己課題として，学習問題，学

習課題，子どもの考えとまとめを板書するようにしました。皆さんは子ど

もが「分かった」と感じられるようにどんな点を工夫していますか。 

Ｂ先生 板書計画も大事ですよね。私は子どもが学んだことを自覚できるように，

振り返りの時間を確保するようにしました。 

Ｃ先生 私はカードや模造紙を提示して，分かりやすい支援を心がけました。 

Ｄ先生 目の前の子どもが何につまずいているのかを丁寧に把握したいと思ってい

ます。子どもの困り感に寄り添いながら支援をしていきたいです。 

仲間がそれぞれ取り組んで頑張っている姿を受け，参考

になることが多くあった。１年前の初任の４月から比べる

と，これまでに子どもから学んだ１つ１つの積み重ねのお

かげで今の自分があると感じた。（参加者の感想より） 

１年目の研修は今日で終わりですが，何年経っても「初心忘るべからず」。つま

ずいたり悩んだりした時には立ち戻れるような研修となりました。２年目以降も頑

張りたいと思います。（参加者の感想より） 



 

 研修会名 対象 期日 会場 

臨任者

等の 

授業力 

向上 

授業づくり研修会 

（臨任教員研修会） 
臨時的任用教員 

1回 5/25（金） 伊那合庁 

2回 6/18（月） 伊那合庁・ｸﾘｰﾝﾚｲｸ諏訪 

3回 
8/8（水） 伊那合庁 

8/9（木） クリーンレイク諏訪 

4回 
11/16（金） クリーンレイク諏訪 

12/7（金） 伊那合庁 

教師力ちょっとアップ研修会 
臨時的任用教員 

小・中・高・特別支援学校の教員 

5/18（金） 南信消費生活ｾﾝﾀｰ 

6/25（月） 飯田合庁 

8/6（月） 飯田合庁 

11/12（月） 飯田合庁 

1/15（火） 未定 

いかまいか！ 

授業づくり出前講座 
下伊那地区すべての教員 11/29（木） 泰阜小学校 

学力 

向上 

研究主任研修会① 

研究主任 

9/11（火） 諏訪合庁 

9/13（木） 伊那合庁 

9/14（金） 飯田合庁 

研究主任研修会② 

1/21（月） 飯田合庁 

1/31（木） 伊那合庁 

2/4（月） 諏訪合庁 

日本語 

指導 
外国籍等児童生徒指導研修会 

外国籍等の児童生徒の指導 

に携わる教職員等 

5/17（木） 伊那合庁 

11/29（木） 飯島小学校 

人権 

教育 

学校人権教育研修・連絡協議会 

（諏訪・上伊那） 
学校人権教育に携わる教職員 

5/14（月） 総合教育ｾﾝﾀｰ 

10/29（月） 伊那中学校 

11/20（火） 諏訪南中学校 

学校・社会人権教育連絡協議会 

（下伊那） 

学校人権教育に携わる 

教職員・社会人権教育担当者 

6/4（月） 飯田合庁 

10/22（月） 飯田合庁 

道徳パワーアップ研究協議会 道徳教育推進教師等 
1/17（木） 伊那合庁 

1/24（木） 南信消費生活ｾﾝﾀｰ 

特別支 

援教育 

校内教育支援研修会（諏訪上伊那） 学校長・教頭・就学にかかわる 

幼保小中学校教職員 

1/22（火） 総合教育ｾﾝﾀｰ 

校内教育支援研修会（下伊那） 2/12（火） 飯田合庁 

不登校 

相談 

高校進学説明会「ほんわか相談会」 

（諏訪・上伊那） 不登校や不登校傾向等の 

中学生及び保護者等 

11/5（月） 伊那合庁 

11/15（木） 諏訪合庁 

高校進学説明会「個別学校説明会」 

（下伊那） 
10/26（金） 飯田合庁 

 

 

 

※お願い: 事務所主催の研修会等への申込は全てメールにて、下記アドレスへお願いします。 

nanshinkyo-m@pref.nagano.lg.jp 

詳細につきましては、各研修会要項でご確認下さい。 

５ Ｈ30 南信教育事務所主催研修予定（初任研を除く） 
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今年度も、生徒指導関連の県の施策および 

当教育事務所の事業に、ご理解とご協力をい 

ただき、ありがとうございました。 

今後も、学校･家庭･市町村教育委員会･関係機 

関等と連携し、子どもたちの明るい未来と笑顔 

のために全力で支援にあたって参ります。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 今年度の主な取組 

(1) 児童生徒の実態把握と学校支援体制づくりへの相談助言 

いじめ･不登校相談員と SSW の学校訪問、電話相談、個別面談 

学校の支援会議参加、SSW の家庭訪問、各種調査の分析 

長期欠席児童生徒支援状況シートの提出依頼と活用 

(2) 関係機関等との連携 

要保護児童対策地域協議会参加、関係機関のケース会議参加 

(3) 会議･研修会･学習会等の開催、情報提供、進路･教育相談 

いじめ･不登校地域支援事業地区推進会議、思春期保健学習会 

SSW だより「クロスロード」発行、SSW による教職員向け研修会 

高校進学説明会「ほんわか相談会」「個別学校説明会」 

２ 今後の課題と取組の重点 

(1) 不登校･長期欠席児童生徒の状況に応じた支援を行う 

  未然防止の取組 ⇒ 不登校の新規数を抑制する 

「楽しい学校」・「分かる授業」など魅力ある学校づくり 

    「SOS を把握する」仕組みづくり、「SOS を発信する」力の育成など 

    支援の見直し  ⇒ 不登校の継続数を減少させる  

    「教育的な支援」、「心理的な支援」、「福祉的な支援」の３観点に 

立ち、関係機関（SC、SSW、市町村、医療等）と連携する 

 (2) いじめ防止に向けた取組を推進する 

    「いじめが起きにくい」、「いじめを許さない」学校づくり 

いじめを正しく認知し、適切に対応できる体制づくり 

６ いじめ・不登校地域支援チームより 
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